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策3回W舳鮒

T,PEc0RA記念シンポジウム

久保俊介(財産業研究所)

はじめに

わが国のリモｰトセンシング技術の開発およびその体

制は散在的ではあるが徐々に進展しつつ､ある.宇宙

開発事業団はLANDSATデｰタの地上受信局を昭和

53年末に完成させる予定であり各省庁の新年度予算に

もリモｰトセンシング関連項目が随所に見受けられる.

こうした施設面および研究開発資金面の動きもさること

ながらいくつかの利用分野一とくに鉱物･エネルギ

ｰ資源探査の分野一でLANDSATデｰタをはじめ

とするリモｰトセンシングデｰタの実際面での利用が着

実に増大しつつある.昭和49年来LANDSATデｰ

タの入手および基本的処理についてのサｰビスを行なっ

て来た産業研究所の調べでは最近の傾向として国内

のデｰタより海外のデｰタの需要一とくに海外に

おける鉱物･エネルギｰ資源探査への利用のための一

がとみに増加しつつある.このような動向から産

業研究所では昭和52年度の事業の1つとして第3回

WiuiamT,P亙｡o眺Memoria1Symposiumを通じて

アメリカ合衆国におけるこの分野における技術開発の動

向と実利用の現状等の把握を試みることになった.こ

の企画によって筆者は同僚の斉藤敏雄と共にこのシン

ポジウムに参加する機会を与えられた.この機会に併

せて､いくつかのリモｰトセンシング関連の情報を獲得

することができアメリカ合衆国におけるこの分野の技

術の動向を垣間見ることカミできた.

この結果については｢第3回P瓦｡o眺シンポジウム

と米国におけるリモｰトセンシング技術の動向｣と題す

る報告書が麗に産業研究所から出されている.本稿は

地質調査所の松野久也環境地質部長の御勧めによりこ

の報告書を土台にして再編成したものである.松野

部長の意図は内容の性格上広く地質･鉱物資源探査分

野の専門家の方々に紹介する必要があるということであ

ろう.この分野についての素人である筆者のこと散

見当違いもありまた充分意を尽くせないところもある

と思うがいささかでも斯界の方々の御参考と粧れば幸

いである.

W.T.恥｡Ora記念シンポジウム

このシンポジウムはすでに本誌No.259で地質調

査所の長谷紘和主任研究官が紹介しているようにEROS

(地球資源観測システム=EarthResourcesObsewati㎝

Syste狐s)プログラムの実現に大きく貢献しながらそ

の実現を見ずして他界した合衆国地質調査所(USGS)

の第8代所長W.TP瓦｡0眺博士の功績を記念して発

足したものである.今回は回を重ねて第3回に桂る

が有名なAAPG(アメリカ石油地質家協会=Ameri･

canAssociationofpetro1eumGeo1ogists)が主催し

USGSおよびNASAがこれを協賛している.

AAPGでは最近会員の衛星デｰタヘの関心がと

みに高まっている折からその要請に応えると同時に

石油および鉱物資源探査への利用現状の周知をはかり

将来有効な情報として積極的に役立てることを目的と

して今回の会議を企画したのである.後述するよう

にこの会議は数ある他のリモ｣トセンシング関連の

シンポジウムと比べて鉱物･エネルギｰ資源の探査だ

けに的を絞ったものである点独得のものである.総議

長は世界的に著名な石油コンサルタントMiche1工

H仙BoUTY氏(写真一1)事務局長はAAPG会長の

EddR.TUBN鵬氏(写真一2)であって石油関係分

野が如何に力を入れているかあミわかる.

会議の概要

会議は第1回第2回と同様合衆国中央部South

b荻0ta州SiOuxFa1sで開かれ10月30日に参加登録

があり翌10月31目から11月2目にかけてシンポジウム

11月3目のEROSDataCenterの見学というスケジュ

写真1総議長(看油コンサルタ'写真2事務局長(A蛆G

ソト)Miche1T.会長)酬dR.

H蛆B0UTY氏丁鵬N胡氏�
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一ルであった.SiOuxFa11sはおよそ北緯430301(西

経96,451)付近ということで日本の旭川付近に相当す

ることから厳しい寒さを覚悟レて現地を訪れたのであ

るが朝方に楕々冷えたものの目中は快晴の目が続き

コｰトの必要がない程であった.

会場はSiouxFa11s市街の中心部の北西方にある

RamadaImというホテル(写真一3)の大ホｰノレであ

る.参加者は地の利を得て北米(合衆国およびカナ

ダ)からの参加者が最も多く466名(93.6%)であった

が世界各国からの参加者もあり全体で約500名に近

い人数であった(図一1).北米以外からの参加者が少

ないことは予想外であった.ちなみに東アジアから

の3名は日本と台湾とからでありその他に合衆国駐在

の石油開発公団の田辺芳男氏が参加していた.

会場の隣室では鴇費者である合衆国地質調査所の地

形図をはじめとする各種刊行物およびその下部機関であ

るNCIC(N泓tiona1C狐tographicInfomationCenter

=国家地図情報センタｰ)などを紹介するバンフレット

カミ配布されたほか各企業の展示が行なわれていた.

ハ｣ドウエアではバイキングに搭載されたカメラシ

ステムを開発したItek杜が23×46cIn焦点距離300

mmの大画面カメラおよびわが国でも開発中である

Mu1tispect.a1LineArrayImagerが麗に紹介されて

いた次にSky1abおよびApPouoに係わりの深い

COMSATが遠隔デｰタ通信および遠隔モニタリングシ

ステムの開発計画を展示していた.こうしたセンサｰ

によって収集されたデｰタを判読し解析する機器メｰカ

ｰからのものとしてはPhOtoScience.Inc.の立体

視測定装置走査型立体鏡マイクロデンシトメ]タ

ヨｰロッパ15名3%

南米7名1.4%

東アジア3名O,6%

中東3名0.6%

オセアニア3名06%

アフリカ1名O.2%

第1図

第3回ピヨラ記念シン

ポジュゥム参加者の地

北米(U.Sλ.十カナダ)

域別割合

466名93.6%

合計

498名

ディジタルカラｰ分離プロットを行なうCo1ormation

そして各種の画像数値化･記録装置を製作している

OptOnicsIntemat云0na1Inc.曲面を計数するディジタ

イザｰを製作しているNum一㎝icsの展示が目立ってい

た.

ソフトウェア終みの機器開発としては主としてNA

SA関係のユニｰクな各種デｰタシステムの開発設計を

受注しているESLIncorpo工atedが出品していた.

デｰタ収集から解析までを取扱うマルチスペクトルシス

テム機器の総合取扱企画でありデｰタ選択から必要な

画像提供までを行なっている有名恋BendixがEPA(環

境保護局)の実施した海上調査と比較照合できる形で展

示していた海域汚染のリモｰトセンシング調査結果は

その調査の規模項目の大きさからいってもまことに

印象的であった.

その他としてはEa工thSate肚eCorpo工ationのよう

な調査会社カ拙品した強調処理されたサｰビス画像(表

紙参照)TGAInc｡の詳細な写真地質一地形図Geo

ImageSInC.のコンピュｰタｰ強調処理､された画像の展

示が多数の注目を浴びていた.

会議の内容

会議はGene工a1Session(総会)CurrentTechno-

1ogySession(技術現状部会)LANDSATApP1ication

(LANDSAT応用)およびNewandFutureDeve1o-

pment(現在および将来発展)の4部からなっている.

Ge㎜e正a1S68sion1O月31日並醐9:00～11:00

総会は総議長H旭B0U町氏が座長を勤め午前9時

写真3会場となったRamadaInn�
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SouthDakota州知事RichardF.K晒P氏の歓迎の辞

で始まった.続いて開会の辞はPEco眺氏の跡を継

いだUSGSの現所長VincentE.M1c醐L柵Y博士であ

る.彼の開会の辞の中でもっとも印象深かったのは

我々が調査の意義として考えた事にあたかも呼応してく

れたかのように｢本会議シリｰズは注目に値する手段

の様々な応用について研究する現在進行中の価値ある

シリｰズである.実際にはリモｰトセンシングそのも

のの方法論にのみ関心が向いていたが応用という点か

ら見ると地球上の地物いろいろな種類の資源などに

関係のある広範な関心事が存在する.そこで毎年異

なる応用の領域に焦点をおいて様々な専門分野からの声

を聞く定期的な会合を行なうのが一番であると考えてい

る｣という挨拶であった.

C双r正e㎜竜Te6h蛆｡1ogySe蝸io巫10月31日A皿11:OO～

P皿5:OO

総会に続いて午前10時から昼食会をはさんで午後5

時までのCurrentTechno1ogySessionはEROSData

Centerの内容の紹介である.すなわちEROSData

Centerのスタッフによる3つのレクチュアｰである.

����剉協����䑓��協��刀

MINERALANDPETROLEUMEXPLORATION-Sta丑

｡ftheEROSDataCenter,SiouxFa11s,S.D.

PRINCIPLESOFCOMPUユERPROCESSINGOF

�乄十�����久��乄���

LEUMEXPLORATION-Sta丑｡ftheEROSData

��敲

AVAILABILITYOFLANDSATDATAANDSTA･

呕���䑓����������

�久��乄��������呉低�

St㎡oftheEROSDataCenter

LANDSATシステムLANDSATデｰタのコンピ

ュｰタｰ処理およびデｰタの入手とデｰタ受信につい

てはこれまでわが国でも数多くの紹介があって別に事

新しいことはない.

昼食会はHowaraJohnson'sMotorLodgeで行祖

われNewMexico州選出のHarrisonJackSc亘U皿TT

上院議員が来賓演説を行なった.その他このシン

余ジウム実現に多くの努力をした各界の人々の酒税なス

ピｰチが次々と行なわれた.

総会の行なわれた第1目日夜には開会レセプシ当ン

が型通り行なわれた.ここでこのシンポジウム開催

に尽力し我が国にも何回も来日されて馴染み深い合衆

国地質調査所のWi11iamA.FIsc亘醐氏昨年度のリモ

ｰトセンシング技術渡米調査の際に訪間に応じてくれた

スタンフォｰド大学のR.J.P.LY0N教授等リモｰト

センシング界の多くの著名な方々に直接接することが

できた.

LAN⑳SATAP卸ic鮎io皿8

会議の本題であるしANDSAT応用は11月1冒午前

8時から午後5時までおよび11月2目午前8時から12

時までの1目半の日程で行なわれた.11月!目午前

の部は主として石油探査に関連する講演である.

������呉低午�但������

�����剏��䑓�����

�呈�������低��卉��

������低��卉������

��佃��久���呉低���偲��

坩���捨畵爬�来�����捩慴��潮摯測

�朱慮�

㈩

㌩

�

�

�

�

����乏��剏��������

�位��卆剏��䑓��潮���

�牲���浥��楮�礬��敲��潦�潭楮本

Lara㎜ie,Wyoming.

�����乏��䑓����偈夭

卉��������������

呉低�乏剔���剉�乁���畴��

andG.A.Heckmam,SantaFeEngineeringSe耐ices

���慮来�����愀

�乄十吭啓�啌���������

TIONTOOLINIDAHO･WYOMINGTHRUST

�����潮牡搬��物捫�����

Tro11inger,TroningerGeo1ogcalAssociates,Inc､,

Denマer.Co1oraao

十�������卅�������一

但�協����協卉����潰歩��

RLKiteandエO.Bennett,ExxonProduction

剥��捨���畳瑯測���

MARINE･NAVIGATIONANDENGIN睨RING-

�婁剄�偐���������一

���剏�佐���乁�佇�呉�

啓���䑓����慵��物���

MikeMcGuire,CitiesSe岬iceOi1Co.,Tulsa,OK

��剉�呉低但�乄十呉����

G盲OLOGICPROSPECTINGOVERIBERIAN

���啌��慮�����敲�甬����略��

����測�慮捥�



一44一

�����������呉低�偐��

���吭�����������

JohnB.MillerandJ.Vandenakker,ChevronO∀er-

�慳健�漱敵���卡�牡�楳���

1)のPressおよびKampschuurの話題は衛星映像

を用いたプレｰト構造論である.

1975年までのリニアメント判読に関する研究の結果

これらは基盤岩の構造に関連するものであることが明ら

かにされたが探査への応用あるいは関連づけは充分で

なかった.この問題解決を目的としてイベリア半島

について詳細な検討を行柱った.野外の露頭にみられ

る断裂バタｰンと空中写真あるいはLANDSAT映像上

のそれとの間に著しい対応を見出した.福山バタｰン

の解析からの体積変化方向の決定と節理の測定からの床

カ方向の決定とからリニアメントパタ』ンは地球規模

の造構運動に関連するものであることが明らかになった.

す汝わちイベリア半島における巨大断裂の位置は

大西洋地域のプレｰト構造上の特徴に関連がありかつ

各時代の主要断裂帯の運動のセンスおよび伸張/圧縮状

態を判続した特徴および応力方向をレンチ断層変形モ

デルに当てはめることによって正確に予測できることが

明らかに匁った.そしてイベリア半島上部古生層の

構造方向が古磁気の方向によって示されるヰうにフラン

スのそれに対して回転していることが示された.

このスペインの結果に基づいて研究を大西洋周縁地

域に拡大し各地域の主要共役断裂セットの方向をプロ

ットした(第2図).上部古生層の応力方向を野外調査

文献LANDSAT判続から決定し第2図に太い矢印

で示した･続いて“Bu11ard丘t"に従って大陸を移

動前の位置関係に再編した(第3図).

スペインおよびモロッコを別にすれば上部古生代の

応力方向は現在の太平洋海嶺すなわち割れ目帯に直交

する方向と在る.この研究から原始大西洋の拡大は

従来考えられていたよりもっと早期に始まったこ.とが

考えられる.このように各時代における伸張方向の決

定は埋没堆積盆の方向決定に有効であり炭化水素の

集積あるいは移動に対する岩石の空隙に影響するリニア

メントを把握する助けと桂るというのがその要点であ

る.

2)のMarrsとKaminskyの話はr野外調査野外

スペクトル測定地球化学分析スペクトル分析および

地球化学分析結果の統計的分析からは炭化水素に関連

する土壌の異常は確かめることができ住いばかりでなく

LANDSAT映像から､'一異常とされた地域"について特

別な性質を限定することもできなかった｣というのが結

論である.

4)のConrad等の研究は｢詳細荏写真地質学的検討

と結びつけたLANDSATによる地質構造分析は構造

の配列および他の構造的特徴との関連の分類および解釈

を可能にする｣という写真地質学的方法の有効性を強

調したものである.

寺4ノ･

＼

勾タ玲

磯

漬

爪

夢

凶

第2図

太酉祥地域

LANDSAT映像から解釈

された大西洋中央海嶺リ

フトおよび上部古生代の応力

方向による断裂

第3図

パンゲア大陸

LANDSATから解釈され

た上部古生代の応力分布を伴

う移動前の大陸の配列

(B帆LA㎜et41966)一

兎
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6)は沿海地域の探査を促進操業上の支援業務に対す

るしANDSATデｰタの利用の有効性の検討である.

すなわち気象条件海水バタｰン海流海況のモニ

タリング海図の更新などへの応用でありこれが探査

を支援し開発計画に有効な情報を提供するという実例

が示された.

8)はSud汕内陸地域の開発計画のための地形図およ

び地質図のマッピングヘの庭用である.まず最初に

LANDSAT映像が地溝状沈降地域の予測に用いられ

調査計画と鉱区板および開発板を得ることになった.

続いて探査隊のための正確な地図作成および探査

作業の指針としての写真地質学的検討を必要とした.

この2つの要請を解決するためのLANDSAT映像およ

ヴ空中写真を利用する作業についての詳しい報告である.

研究結果ではなくルｰチン業務への利用であって非

常に感銘を受けるところが大きかった.

11月1目午前の部は間にNASAの長官'Roもert

A.地｡8c亘異の基調演説を挾んで次の5つの講演が行

なわれた.またこの目は夜Ha1bouty総議長主催の

レセプションが行なわれた.

�啓���䑓�������呈��

RESOLUTIONIN亙XPLORATION甘ORURA

������佗�����卉中

R.J.P.Lyon,Sta㎡ordU赫versity,Stanford,CA

㈩���卅���乄�卅����倭

��呉低����������整偲�

pulsionLaboratory,SouthPasadena,CAan(1L.エ

Min的TexasGulfInc.,Go1deniCo1orado

㌩�千剉�乁呉低但��佔�前���

��呉低啓���������

�牡�慮慌副睡測�����楯�慢�慴�礬

卯畴桐慳��愬�

�啓���䑓���������一

耳ORLITHIUM岨ICHBRINESINEVAPORITE

BASINS-W.D.Carter,U.S.Geo1ogicalSur∀ey,

剥�潮��

�������呉低�卉��乄十�

呈IMAGESFORLEAD･ZINCANDURANIUM,

NORTHWESTERNCANAD岨NMOUNTAINS一

エ豆aigDeb.Far此,VenturesWestLtd.Vancouver,

B.C"C畠mada

まず5つの講演から紹介すると何れも鉱物探査に

関するものゼある.

2)および3)では鉱物資源探査へのスペクトルデ

ｰタの応用においては現在のLANDSATデｰタがカ

バｰする範囲より長波長側が有効であることが述べられ

た･前者では岩石単元間の反射コントラストの差は

O.4～2.5μmの範囲で把握できるとし後者では褐鉄鉱

に富む変質に対してはLANDSATの波長域が有効であ

るが褐鉄鉱の少ない変質帯に対しては1.1～2.5岬の

範囲が使用されるべきであると述べている.

この目の1つのハイライトは麗に述べたNASAの

長官臨｡sc亘武の基調演説である.その要点は

｢我々は混頓を呈する社会で山積みする問題に直面し

ておりその解答が求められている.P週｡0眺氏は

このような合衆国社会の直面している問題に対して科

学工学および地学の知識を巧みに結合させる彼の能力

を持ってしてこれらの幾つかの問題に科学的経済的

政治的に全面的努力を行抵った.こうした努力の結果

たとえばヨｰ回ツバの地形も以前は地図を集めて考え

ていたが衛星等のリモｰトセンシング技術の発達によ

りその全体像が一望できるようになった.現代がそ

の第一世代である.すなわち説明の際地球に関して

如何に詳細カミ述べられるか如何に正確に輪郭が描ける

■かの基盤となる能力を持つようになった.このシステ

ムがどのくらにオペレｰショナルになるかが主要なポイ

ントである｣というものであった.

11月2目

午前中は前日に引続いてLANDSATApP1icati㎝･

であって7つの講演が行板われた.

�

㈩

㌩

LANDSAT･SLA早IMAGERYCOMBINATION

�則�������呉低但��卋�

-P.JanCannon,UniversityofAlaska,Fairb舳ks,

�慳歡

APPLICATIONSOFLANDSATANDENHふ

乃������啅協�奄剏��低

�������������協��

STICALMODEL-RalphNBa蛙r,GeneralE1ectric

Co㎜p即y,Be1tsvi11e,Mary1and

��乎�卓����佇��偐��一

THECHAGAIHILLS,BALUCHISTAN,PAKIS･

TANBYCOMPUTERPROCESS工NGOFLAND･

十�������潮���牡慮�楣��

.平孕mie,.DartmouthCo11ege,Hanover,N.H､

������剃����呈���

良EGIONBYIMAGEPROCESSINGOFLAND.

十������潢敲����楴琱整潮�伀
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��乄十�偐��呉低卉乍����

MINERALEXPLORATION-A1anF.S㎜ith,Gener-

��散�楣印慣��楳楯測�������

�十��������奓���久��

������乃位����協���

RALTERRAINS,GREATNORTHERNPENIN･

SULA,NEWFOUNDLAND-AndrewStancio丘,

��由瑩湧�漱�楳琬��敲楣��慮�慴物捫�

�����瑯��癥�楴礬��睡���楯�慮�愀

���佇����卅�����前�

������������中副�牴

�噩��琬���捴牡�流牢��楣�条�

1)では｢最大限の地質マッピングのためには直接

観察および比較観察によってデｰタの有効校機械処理

法を選択するための基礎を引き出すことが根本である.

このような拡大されたスペクトル分析がアラスカ内の

地質調査に適用されている.その結果は既存の地質

デｰタの地域的拡大未知の地質構造の発見推定地質

情報の再解釈今後の調査の方向付け桂とである.

SLARおよびLANDSAT映像の組み合わせはア

ラスカの一部の更新世の地史の改訂氷河および極地環

境における地形学の研究およびこれらについて新たな展

望が与えられるものと期待される｣ことが述べられた.

3)はChagai地区(5,000km2)のディジタルコンピ

ュｰタｰによる地質図作成である.分類処理として

3つの岩石タイプ(火山岩および2つの貫入岩相)4

つの未固結堆積物および熱水変質の可能性のある地域

を区別した.Chagai地区は乾燥した気候完全に近

く露出した地層･岩石接近し難い地域であるため

LANDSAT映像を利用する地質マッピングが有効であ

る.

6)はニュｰファンドランド政府添公開したクラウン

ラシド地域のDanie1Harbour型層状閃鉛鉱床の有望地

域の鉱区獲得競争への応用の報告である.1:1,000,

OOO縮尺のLANDSAT映像を用いた写真地質学的方法

による迅速な解析が有効であったことが報告された.

アフ日一チとして1)構造面からのアプロｰチ2)

植生の変化積雪が土壌および岩石の差異に反映する場

合の植物学的アプロｰチ3)侵蝕および堆積地形が起

伏･構造および地形に関係する場合の地形的アプロｰチ

さらに4)上記3つのアプロｰチの組み合わせである.

7)鉱物岩石および土壌は3.0μmより長波長域で特

徴的なスペクトノレ放射を示しているこ､とから次の2～

3年間に開発する新しい情報源(センサｰ)のために必要

な研究を示唆した報告であった.つまり3.O～5.0μm

8.O～14.O岬の大気の窓をより狭い波長帯に分割すると

地質学上の対象に関して重要な情報が得られる可能性が

あることである.

11月2目午後

最終のsessionはNewandFutureDeve1opment

であって3つの講演に引続いてパネル討論続いて

非公式討論カミ行なわれた.

��剔��何剃��卅剖��夭�低�

CEPT_R.A.Hodgson,Gu1王Oi1Corp､,Pittsburgh,

�

㈩����乗��乏�乄�呈�售

呕���湍���敲����汯����癥礬

剥�潮��

㌩

�体���佔��卉��協���

呈������敲楣�����潮����慴

��楴����卡�牡�楳���

]PANE]L1)亙SCiJSSION-2:30

WHATUSERSNEEDVER二SUSWHATTECH.

乏���乏���潢敲���爬偲���琬

�牴桓慴������慴楯測���慶��測周攀

卵�物�佩���潢敲��楴攬�硯���捴楯�

Co｡,RobertMacDona1d,NASA

IN亙0R遡AL巫瓦SCUSS亙0N

����潯�

1)の｢地球資源観測所一その概念｣と題する講演は

極めて啓蒙的である.

EROS計画とくにLANDSAT映像を通して全

地球表面規模の地球に関する新しい情報が得られている

がその空間位置関係を探究しかつ理解するための適

切な手段が不可欠である.しかしながら現在のとこ

ろその手段が狂い｡この講演はこの問題を解決する

ためその手段の提案である.これは衛星リモ』ト

センシングに対してより高い分解能で局地的観測の精

度を上げることを要求する'し般的傾向''からみると

全く異なった観点に立ったものである.

すなわちいまLANDSATによって科学的にも

経済的観点からも重要な意義をもつ大規模な地質構造を

はじめとする地球科学に関する莫大な量の耕しい情報が

得られている.これらの広がりはどのような投影法

の地図を用いてもその関係を適切に示すことは不可能

である.したがってこれは地球上の地物および現�
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家間の真の空間位置関係の直接観察に対する最初のか

つ最大の障害となる.地球資源観測所はこの大問題

を克服するための手段であると同時に国の宇宙計画の

重要性について一般大衆の注目を引くようにする点でも

有効である.観測所は科学的観察のためのさらに

一般公衆の観察のための諸施設を備え宇宙デｰタの資

源発見への応用限られた地球資源の有効な開発および

管理のため研究に必要な充実した実験室･研究室をはじ

めとしあらゆる階層の人々に対する教育･指導を行な

うものである.

このような観測所は国の地球資源調査の手段となり

進歩した宇宙技術およびその関連から得られる経済的利

益についての教育センタｰとしての潜在力を持つもので

ある.観測所の建設は技術的にも経済的にも可能と

考えられる.

3)のGEOSATについてはすでに本誌Nα281で

駒井二郎･松野久也両氏が詳しく紹介しているので省略

する.

午後に開催されたパネル討論では特にLANDSAT

が何のための衛星であるかが問題と狂った.すなわち

LACIE(LargeAreaCropInvento工yExperiment一広

域穀物調査実験)等にみられるようにLANDSATは

本来農業部門の目的に応じるために設計されたものであ

ったが実際には地質部門で利用されることが多い.

重要穀物である小麦を分類するには現在使われている

4バンドよりもさらに4バンド多い8バンドのセンサｰ

が有力でありこれは同時に植生の質的管理にも有効で

ある.

一方地質分野ではGEOSATという衛星の打上げ

を計画されておりこれはこれで記録するスペクトル領

域も地質部門へより一層焦点が絞られ資源の発見可能

性の追求を図っているこのように利用部門間での競

合的かつ活発な意見の交換カミあり各界の人々が時に

ユｰモアを混じえ時に鋭く対立をして方法論の試み

を紹介するだけの我が国とは異質な争点で議論を展開し

ていった.

現在EROSデｰタセン身一では莫大な量の衛星デ

ｰタの処理にかなりの人員を動員しているが今後衛星

およびスペクトル数が増加することは増々デｰタ数が

増加することを意味しておりこれにどう対処するかと

いう重要なコメントがあったことも印象に残っている｡

“月38亙盈0Sデｰタ地ンタ･一見学

筆者にとってSiouxFa皿sは2回目の訪問で第1

回目の報告書(産業研究所米国のリモｰトセンシング

技術の現状)に詳しく述べてある.また訪れた人も多

く種々の記事から知ることができよう.

おわりに

こうして瞬く間に会議期間は終了したが会議に参加

した印象としてまず浮かんでくるのが参加国中に先進

国の数が圧倒的に多いことである.リモｰトセンシン

グ技術は資源探査面への応用にしろ開発計画への応

用にしろ先進国から開発途上国に至るまで等しく恩恵

をもたらすはずである.にも拘らず先進国ばかりが目

につくという事はリモｰトセンシング技術が宇宙技

術から電子画像処理技術に至るまで先端技術を集約した

ものであり開発途上国としては技術的に接近しにくい

という事がある.また財政的にも同技術のハｰドウエ

アおよびソフトウエアを取得するだけの余裕がないこと

等が考えられる.そん祖中にあって合衆国カナダ

等の技術先進国は画像処理技術を次々に進展させてい

るだけでなく次段階の性能水準へと飛躍するシステム

をもった衛星の打ち上げまで計画している､現在各

種応用プロジェクトから得たノウハウが蓄積されている

ことはいうまでもない.こうした情勢の中で我カミ国

でも応用面での実用化技術の結集と蓄積が図られなけれ

ばならない.すなわち地上局および画像処理施設が

設けられデｰタが十分に配布されるようになった時に

プロジェクトの効率を良くするための実用プログラムが

どれだけ備わっているかが問題となろう.

こうした中で画像取得および処理システムの精綴さ

ばかり追求するのでなく衛星リモｰトセンシングのも

つ本来の役割に期待しなければなら狂い.資源衛星は

HoD㈱0Nの“EarthResourcesObservatory-A

ConcePt"という講演にもあるようにWWW(Wor1d

WeatherWatch)で代表されるよう在地球的規模での

気象等の観測に有効なものであり地表面を構成してい

る細々とした物質カミ付であるかを追求しようとしたもの

ではない.す校わち雀を打つには空気銃戦車を狙う

には大砲カミ必要といった具合にタｰゲットに応じ｡た道具

が必要なのだという素朴で根本的注考えを常に意識する

ことが肝要であり麓まで大砲で打とうとするよう注方

法論としてのリモｰトセンシングの把え方には疑問を挟

む余地があろう岳

最後にこの地形1地質分野に関しては'私は門外漢であり

内容の吟味についても専門司謡に関しても'その理解か不十

分であるのでこの報告に当って専門用語その他について地

質調査所環境地質部長松野久也武の教示を頂いたことをここ

に記して謝辞とする.�


